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第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発

足
し
、
８
月
２４
日
に
第
１
回
総
会

を
開
い
た
。
同
調
査
会
の
委
員

は
、
関
谷
博
・
本
会
会
長
（
下
関

市
議
会
議
長
）
ら
３０
人
で
構
成
。

地
制
調
の
会
長
に
は
委
員
の
互
選

に
よ
り
、
西
尾
勝
・
�
東
京
市
政

調
査
会
理
事
長
が
就
任
し
た
。

同
調
査
会
は
、
地
方
制
度
調
査

会
設
置
法
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大

臣
の
諮
問
機
関
。
現
行
地
方
制
度

に
対
し
、
全
般
的
な
検
討
を
加
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
第

３０
次
地
制
調
へ
諮
問
さ
れ
た
項
目

は
▽
議
会
の
あ
り
方
を
は
じ
め
と

す
る
住
民
自
治
の
あ
り
方
▽
我
が

国
の
社
会
情
勢
や
地
域
社
会
な
ど

の
変
容
に
対
応
し
た
大
都
市
制
度

の
あ
り
方
▽
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
基
礎
自
治
体
の
担
う
べ
き

役
割
や
行
政
体
制
の
あ
り
方
―
―

の
３
点
。
諮
問
文
を
西
尾
会
長
へ

手
交
し
た
菅
総
理
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
「
大
震
災
を
経
験
し
、
自

治
体
の
果
た
す
役
割
が
改
め
て
再

認
識
さ
れ
た
」
と
の
認
識
を
示
し

�
全
文
は
下
掲
、
地
方
行
政
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
関
谷
・
本

会
会
長
が
、
一
部
の
自
治
体
で
昨

年
、
法
令
に
違
反
し
首
長
が
議
会

の
招
集
を
拒
否
し
た
ケ
ー
ス
を
例

に
挙
げ
「
二
元
代
表
制
を
否
定
す

る
異
常
な
事
態
」
と
断
罪
。
続
け

て
関
谷
会
長
は
、
臨
時
会
の
招
集

権
や
専
決
処
分
の
見
直
し
な
ど
、

議
会
制
度
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
早
急
に
自
治
法
を
改
正
す
る

よ
う
求
め
た
。

臨
時
会
の
招
集
権
や
専
決
処
分

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
が
１
月
に
「
地
方
自
治
法
抜

本
改
正
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
を

ま
と
め
、
今
通
常
国
会
で
法
改
正

を
図
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。

菅菅
総総
理理
ああ
いい
ささ
つつ

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
に
委

員
と
し
て
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
地
方
制
度
調
査
会
は
、
歴
史
も

あ
り
、
重
要
性
も
大
変
重
い
調
査

会
で
す
。
そ
し
て
、
時
代
ご
と
に

新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
き
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
、
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、
改

め
て
震
災
の
発
生
時
に
お
け
る
地

方
公
共
団
体
、
市
町
村
と
い
う
基

礎
自
治
体
、
都
道
府
県
と
い
う
広

域
自
治
体
の
果
た
す
役
割
が
改
め

て
再
認
識
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
地
域
主
権
改
革
へ
の

思
い
と
し
て
、
こ
の
改
革
の
断
行

は
こ
の
震
災
前
か
ら
我
が
国
が
直

面
し
て
い
る
、
国
の
形
を
変
え
て

い
く
と
い
う
意
味
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
大
な
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住

民
が
責
任
を
持
っ
て
決
め
、
活
気

に
満
ち
た
地
域
社
会
を
作
っ
て
い

く
た
め
に
、
是
非
、
西
尾
会
長
の

下
、
活
発
な
議
論
と
具
体
的
な
提

言
を
出
し
て
、
実
り
あ
る
調
査
会

と
な
る
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会
議

長
）
は
８
月
２４
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
９４
回
総
会
を
開

催
。
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
に
向

け
実
施
し
た
現
地
調
査
の
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。
同
研
究
会
が
掲
げ

る
平
成
２２
・
２３
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
。
こ

の
ほ
か
総
会
で
は
、
７
月
５
日
に

開
催
さ
れ
た
役
員
会
で
の
協
議
を

経
て
提
出
さ
れ
た
「
調
査
研
究
報

告
書
の
内
容
案
」
に
つ
い
て
も
協

議
し
、
原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ

た
�
役
員
会
の
紹
介
記
事
は
本
紙

第
１
８
０
２
号
に
掲
載
。
な
お
、

当
日
は
「
市
議
会
か
ら
発
信
す
る

地
域
再
生
戦
略
」
と
題
し
、
�
地

域
開
発
研
究
所
の
牧
瀬
稔
・
主
任

研
究
員
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

同
研
究
会
で
は
総
会
終
了
後
、

調
査
研
究
テ
ー
マ
を
更
に
深
掘
り

す
る
た
め
、
座
談
会
を
開
催
し

た
。
個
別
テ
ー
マ
を
▽
参
加
市
の

地
域
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
▽

現
下
の
国
内
事
情
を
踏
ま
え
た

「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
の
構
築

と
そ
の
進
め
方
▽
都
市
間
協
力
と

都
市
間
競
争
―
―
に
設
定
。
三
井

会
長
ほ
か
、
大
倉
理
事（
姫
路
市
議

長
）、
妻
鹿
理
事
（
高
松
市
議
長
）、

当
日
の
講
師
ら
が
参
加
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1807号９月５日平成23年
（2011年）

第第
３３００
次次
地地
制制
調調
がが
発発
足足
しし
初初
会会
合合

会
長
に
西
尾
勝
・
東
京
市
政
調
査
会
理
事
長
が
就
任

菅総理の右は西尾会長

報
告
書
の
内
容
を
決
定

都
市
研
が
第
９４
回
総
会
開
催

地制調に出席した関谷会長

あいさつする三井会長

（１） 平成２３年９月５日 第１８０７号
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本
会
は
、
こ
の
ほ
ど
３
月
と
６

月
の
定
例
会
に
関
す
る
意
見
書
・

決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
今
号

で
は
「
上
」
と
し
て
両
定
例
会
の

動
向
を
分
析
す
る
。

３
月
定
例
会
で
最
多
と
な
っ
た

の
が
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
慎
重
な

対
応
。
１
１
６
件
が
採
択
さ
れ
、

特
に
農
業
・
漁
業
分
野
に
お
い
て

反
対
意
見
が
根
強
い
。
し
か
し
６

月
定
例
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す

る
採
択
数
が
６
件
と
激
減
。
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
政
府
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
慎
重
な
態
度
を
示

す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
原
発

災
害
の
影
響
で
、
我
が
国
の
農
業

・
漁
業
は
風
評
害
を
被
り
、
国
際

競
争
力
も
低
下
。
各
市
議
会
の
目

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
以
前
に
、
原

因
と
な
っ
た
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
向
け
ら
れ
、
政
策
転
換
を
求

め
る
声
が
強
く
な
っ
た
。

菅
直
人
前
首
相
は
本
年
１
月
、

施
政
方
針
演
説
で
、
第
一
の
国
づ

く
り
の
理
念
に
「
平
成
の
開
国
」

を
掲
げ
た
。
演
説
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
に
つ
い
て
も
触
れ
、
今
年
６

月
中
に
交
渉
参
加
に
つ
い
て
結
論

を
出
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
や
原
発

事
故
へ
の
対
応
が
優
先
さ
れ
、
現

在
に
至
る
ま
で
結
論
は
先
送
り
さ

れ
て
き
た
。

８
月
３０
日
に
内
閣
総
理
大
臣
へ

就
任
し
た
野
田
佳
彦
氏
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
「
早
急
に
結
論
を
出

す
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
回
の
代
表
選
に
お
い
て
農

業
の
保
護
な
ど
を
理
由
に
民
主
党

内
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
反
発
の

強
い
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
こ
と

が
鮮
明
と
な
っ
た
。
与
党
の
声
に

配
慮
し
政
府
内
で
は
、
「
首
相
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
へ
の
意
向
を
無
視
で

き
ず
、
交
渉
は
簡
単
に
決
断
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が

挙
が
っ
て
お
り
、
交
渉
参
加
へ
の

決
断
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
最
大
の
特
徴
は
、
参

加
国
間
で
例
外
な
く
関
税
を
撤
廃

す
る
こ
と
。
完
全
な
自
由
貿
易
の

推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
は
、
工

業
製
品
な
ど
の
輸
出
関
連
産
業
に

と
っ
て
、
成
長
へ
の
新
た
な
可
能

性
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
一
方
、
農
作
物
へ
の
関
税

撤
廃
に
よ
り
、
他
国
か
ら
安
価
な

農
作
物
が
流
入
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
価
格
の
み
の
競
争
に
さ
ら
さ

れ
た
場
合
、
国
内
農
業
は
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
農
業
は
地
域
経
済
と
の
結

び
つ
き
も
強
く
、
農
業
生
産
の
縮

小
は
地
域
経
済
を
一
層
冷
え
込
ま

せ
る
。
地
方
の
さ
ら
な
る
疲
弊
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
協
議
さ
れ
る

分
野
は
、
農
作
物
や
工
業
製
品
の

分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
育
・
医

療
・
金
融
・
労
働
な
ど
を
は
じ
め

と
し
た
人
・
モ
ノ
・
金
銭
・
サ
ー

ビ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
含
ま
れ

る
（
下
表
参
照
）
。
単
な
る
物
品

貿
易
に
お
け
る
関
税
撤
廃
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
国
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
を
招
く
。

よ
っ
て
意
見
書
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
の
参
加
に
慎
重
な
対
応
を
求

め
て
い
る
。

６
月
定
例
会
の
意
見
書
・
決
議

の
議
決
状
況
で
は
、
原
子
力
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
促
進
す
る
と

い
う
意
見
書
・
決
議
が
７２
件
と
最

多
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
や
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
な
ど
が

４０
件
以
上
と
続
い
て
い
る
。

原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転

換
の
背
景
に
は
、
３
月
１１
日
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
福
島
第
１
原
子
力

発
電
所
の
事
故
が
あ
る
。
地
震
と

津
波
の
影
響
に
よ
り
、
冷
却
水
が

漏
れ
、
原
子
炉
の
炉
心
が
融
解
す

る
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
発
生
。
深
刻

な
事
故
の
結
果
、
放
射
能
が
漏
れ

出
て
、
今
な
お
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
々
が
多
数
い
る
。

ま
た
当
初
、
津
波
に
よ
る
天
災
の

み
が
原
因
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、
原
子
力
発
電
所
の
ず
さ
ん
な

管
理
体
制
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
意
見
書
・
決
議

で
は
、
▽
原
発
事
故
に
対
し
て
事

故
調
査
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
▽

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
抜
本
的
な
見
直
し

▽
送
電
網
の
公
有
化
―
―
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
と
と
も
に
、

原
子
力
行
政
全
般
に
関
す
る
意
見

が
数
多
く
提
出
さ
れ
た
。

政
府
は
今
回
の
事
故
を
反
省

し
、
組
織
改
革
に
着
手
。
２
０
１

０
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
原
子
力
の
新

増
設
計
画
）
を
改
め
、
「
原
子
力

安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
等
の
改

革
の
基
本
方
針
」
を
新
た
に
打
ち

出
し
、
８
月
１５
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
。

基
本
方
針
は
、
当
面
の
安
全
規

制
組
織
に
関
す
る
見
直
し
の
方
向

性
を
示
し
、
原
子
力
安
全
行
政
に

対
す
る
信
頼
回
復
を
図
る
た
め
に

決
定
。
対
応
と
し
て
▽
今
般
の
事

故
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
仕

組
み
の
導
入
▽
規
制
と
利
用
の
分

離
の
観
点
よ
り
原
子
力
・
安
全
保

安
院
と
原
子
力
安
全
委
員
会
の
機

能
を
統
合
し
、
環
境
省
に
そ
の
外

局
と
し
て
原
子
力
安
全
保
安
庁

（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
―
―

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
議
２４
分
野
一
覧

１
�
首
席
交
渉
官
協
議

２
�
市
場
ア
ク
セ
ス
（
工
業
）

３
�
市
場
ア
ク
セ
ス
（
繊
維
・
衣

料
品
）

４
�
市
場
ア
ク
セ
ス
（
農
業
）

５
�
原
産
地
規
則

６
�
貿
易
円
滑
化

７
�
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
衛
生
植
物
検
疫
）

８
�
Ｔ
Ｂ
Ｔ（
貿
易
の
技
術
的
障
害
）

９
�
貿
易
救
済

１０
�
政
府
調
達

１１
�
知
的
財
産
権

１２
�
競
争
政
策

１３
�
越
境
サ
ー
ビ
ス

１４
�
金
融

１５
�
電
気
通
信

１６
�
電
子
商
取
引

１７
�
投
資

１８
�
商
用
移
動

１９
�
環
境

２０
�
労
働

２１
�
制
度
的
事
項

２２
�
紛
争
解
決

２３
�
協
力

２４
�
横
断
的
事
項
特
別
部
会
（
中
小
企
業
、

競
争
、
開
発
、
規
制
関
連
協
力
）

【
３
面
へ
続
く
】

議会
３ 月
定例会
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
慎
重
な
対
応
」が
最
多

６ 月
定例会

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
普
及
・
促
進
へ

３３
月月
・・
６６
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
上上��
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【
２
面
か
ら
続
く
】

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換

を
図
る
候
補
と
し
て
は
、
風
力
発

電
や
地
熱
発
電
、
太
陽
光
発
電
な

ど
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
存
在
。こ
れ
ら
の
発
電
方
法
は
、

原
子
力
発
電
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
は
低
い
が
、
広
く
大
量
に

存
在
し
、
枯
渇
し
な
い
。
菅
総
理

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
５０
周
年
記
念
行
事
な

ど
で
、
２
０
２
０
年
代
早
期
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
２０
％
に

拡
大
す
る
と
公
言
。今
後
は
、
原
発

へ
の
依
存
を
減
ら
し
な
が
ら
、
太

陽
光
発
電
な
ど
の
発
電
コ
ス
ト
を

下
げ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

▼
議
長

▽
東
根

青
柳
安
展
（
８
・
３
）

▽
妙
高

豊
岡
賢
二
（
８
・
４
）

▼
副
議
長

▽
東
根

清
野
忠
利
（
８
・
３
）

▽
妙
高

佐
藤
光
雄
（
８
・
４
）

９月５日現在の都市数
８０９団体

うち
指定都市 １９市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

３月定例会意見書・決議の議決状況（上）（２３．１．１～４．３０）

決 議

】

】

】

】

】

】

】

】

０

－

－

－

４

－

４

３

－

－

－

－

－

－

－

３

１

－

－

１

３

１

－

－

２

１

－

－

１

１２

１２８

【

【

【

【

【

【

【

【

意見書

】

】

】

】

】

】

】

】

１８

１４

２

２

１８

３

１５

１４１

１８

１６

１５

１３

６

６

６

６１

３７

５

５

２７

１８７

１１６

２１

１５

３５

４７

３６

４

７

４４８

８８４

【

【

【

【

【

【

【

【

件 名

【税・財政】

○子ども手当の全額国庫負担を求める

○東北関東大震災の復興に係る財源確
保を求める

○その他

【地方行政・議会・選挙】

○民意を締め出す比例定数の削減をし
ないように求める

○その他

【医療・保健衛生】

○子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎
球菌の３ワクチンの定期接種化、公
費助成

○国民健康保険に対する国庫負担の増
額など

○医師等の大幅増員と夜勤改善で安全
・安心の医療・介護を求める

○脳脊髄液減少症の診断・治療の確立
を求める意見書

○学校保健安全法による医療費助成（歯
科）の適用範囲拡大を求める意見書

○地域医療存続のための医師確保に関
する意見書

○高齢者・国民が安心して医療や介護
が受けられるような施策推進を求め
る意見書

○その他

【教育・文化】

○大阪府に学校警備員補助の継続を求
める意見書

○道徳教育の充実を求める意見書

○その他

【農林・水産】

○環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）
交渉への慎重な対応を求める意見書

○コメの戸別所得補償制度の見直しを
求める意見書

○森林・林業活性化施策の充実を求め
る意見書

○その他

【公害・環境保全】

○容器包装リサイクル法を改正し、発
生抑制と再使用を促進するための法
律の制定を求める意見書

○拡大生産者責任（ＥＰＲ）とデポジ
ット制度の法制化を求める意見書

○その他

【合 計】

【総合計】

６月定例会意見書・決議の議決状況（上）（２３．５．１～７．３１）

決 議

】

】

】

】

】

】

】

】

１

－

－

１

８

－

１

７

２

－

－

－

２

９

－

－

－

－

９

０

－

－

－

２

２

－

－

２２

５２

【

【

【

【

【

【

【

【

意見書

】

】

】

】

】

】

】

】

７９

４６

１７

１６

９

２

１

６

５５

７

７

４

３７

１７５

４６

２９

３３

２２

４５

３３

６

５

２２

８６

７２

５

９

４３７

９７７

【

【

【

【

【

【

【

【

件 名

【税・財政】

○地方財政の充実・強化

○震災からの復興に向けた補正予算の
早期編成を求める意見書

○その他

【地方行政・議会・選挙】

○合併特例債の活用期間延長

○地方議会議員年金制度の廃止に伴う
財源措置

○その他

【医療・保健衛生】

○子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎
球菌の３ワクチンの定期接種化

○国民健康保険に対する国庫負担の見
直し・増額を求める意見書

○大幅増員と夜勤改善で安全・安心の
医療・介護を求める意見書

○その他

【教育・文化】

○義務教育費国庫負担制度の堅持

○教育予算の拡充

○３０人以下学級実現、義務教育費国庫
負担制度拡充など

○公立学校施設における防災機能の整
備の推進

○その他

【農林・水産】

○環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰ
Ｐ）交渉への慎重な対応を求める意
見書

○免税軽油制度の存続

○その他

【公害・環境保全】

○原子力・エネルギー政策を転換し、
自然エネルギー政策促進

○容器包装リサイクル法を改正し、発
生抑制と再使用を促進するための法
律の制定を求める

○その他

【合 計】

【総合計】

（３） 平成２３年９月５日 第１８０７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都都
市市
とと
のの
交交
流流
のの
みみ
なな
らら
ずず

妙妙
高高
市市
民民
のの
社社
交交
場場
をを
整整
備備

妙
高
山
麓
都
市
農
村
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
温
泉
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
適
し
た
高
原
・

森
林
に
恵
ま
れ
た
妙
高
市
。
夏
に

は
、
山
の
湿
原
で
高
山
植
物
が
可

憐
に
咲
き
、
訪
れ
た
者
を
癒
し
の

空
間
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

最
適
な
ま
ち
・
妙
高
市
。
こ
の

夏
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
拠
点
と
し
て
市
内
に
「
妙
高

山
麓
都
市
農
村
交
流
施
設
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
同
市
で
は
「
農
」

を
通
じ
、
都
市
住
民
と
市
民
の
交

流
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
生
命
を

育
む
こ
と
の
大
切
さ
や
感
動
を
共

有
し
、
地
域
住
民
の
元
気
や
地
域

産
業
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
妙
高
市
で
は
市
内
の

各
種
施
設
を
活
用
し
、
学
校
の
教

育
体
験
の
受
け
入
れ
、
企
業
・
友

好
都
市
な
ど
と
連
携
し
た
食
育
体

験
を
実
施
。
都
市
と
の
交
流
や
農

山
村
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同

施
設
は
都
市
住
民
と
の
交
流
は
も

と
よ
り
、
市
民
同
士
の
交
流
を
も

深
め
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
日
本

百
名
山
に
数
え
ら
れ
、
越
後
富
士

と
も
称
さ
れ
る
妙
高
山
に
臨
む
同

施
設
。
花
と
農
園
に
囲
ま
れ
た
同

施
設
で
は
、
摘
み
た
て
の
ハ
ー
ブ

や
、
も
ぎ
た
て
野
菜
を
使
っ
た
料

理
体
験
が
可
能
で
す
。

料
理
体
験
の
ジ
ャ
ン
ル
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
▽
笹
ず
し

▽
そ
ば
▽
山
も
ち
▽
竹
の
子
汁
―

―
な
ど
の
郷
土
料
理
の
ほ
か
、
同

施
設
内
の
製
粉
機
で
ひ
い
た
米
粉

を
用
い
、
パ
ン
や
麺
、
お
菓
子
も

作
れ
ま
す
。

同
施
設
の
利
活
用
は
料
理
体
験

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。わ
ら
細
工
、

昔
の
農
機
具
体
験
、
陶
芸
、
バ
イ

オ
リ
ン
製
作
な
ど
多
様
性
を
持
た

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
同
施
設

で
は
田
舎
暮
ら
し
な
ど
の
情
報
受

発
信
の
機
能
も
担
っ
て
い
ま
す
。

各
種
の
体
験
講
座
を
企
画

同
施
設
で
は
様
々
な
体
験
講
座

を
企
画
し
、
市
民
が
集
う
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
る
市
民
同
士
も
、
同
じ
目

的
を
共
有
す
る
こ
と
で
親
し
く
な

れ
ま
す
。
７
月
２４
日
の
オ
ー
プ
ン

後
、
初
講
座
は
「
米
粉
教
室
」
。

地
元
シ
ェ
フ
と
と
も
に
同
施
設
の

自
家
製
粉
に
よ
る
米
粉
を
使
い
、

料
理
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
費
用
は
材
料
費
と
し
て
１

人
１
０
０
０
円
、
小
学
生
は
５
０

０
円
。
２４
人
の
定
員
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
内
各
地
か
ら
老
若
男

女
が
集
う
盛
況
ぶ
り
。
米
ど
こ
ろ

で
も
あ
る
妙
高
。
米
に
親
し
む
こ

と
は
地
元
に
親
し
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
ら
も
教

わ
り
な
が
ら
野
菜
を
切
り
、
ハ
ー

ブ
が
利
い
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を
ス
モ

ー
ク
。
完
成
し
た
パ
ス
タ
や
シ
チ

ュ
ー
、
ク
レ
ー
プ
な
ど
は
、
み
ん

な
で
楽
し
く
会
食
で
す
。

同
施
設
で
は
料
理
の
ほ
か
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ブ
ナ
林
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
講
座
も
企
画

し
、
市
民
の
交
流
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
農
山
村
の
魅
力
を
体
験

す
る
場
と
し
て
同
施
設
は
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

妙高市
（新潟県）

第第
７７
回回
地地
域域
医医
療療
政政
策策

セセ
ミミ
ナナ
ーー
をを
１１００
月月
開開
催催

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
川
秀
美
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２４
日

（
月
）
、
１３
時
よ
り
、
東
京
・
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
「
第
７
回
地

域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

参
加
申
し
込
み
は
既
に
受
け
付

け
て
お
り
、
先
着
順
で
定
員
の
４

０
０
人
が
集
ま
り
次
第
、
募
集
を

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費
は
当
加
盟
協
議
市
が
無

料
、
未
加
盟
市
は
一
人
２
０
０
０

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
な
お
、
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

市市 政政

ニニュューースス
自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
に
舌
つ
づ
み

包
丁
を
握
る
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
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